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＜ポイント＞ 
◇過去に類を見ない長期間かつ詳細な「木の種子からの芽生え（実生

みしょう
※１）」に関する調査 

◇乾燥に強い熱帯季節林でもエルニーニョ現象※２により実生死亡率が上昇 
◇落葉樹林より常緑樹林で長期乾燥による芽生えに大きな影響 
◇異常気象・気候変動下での次世代森林保全に向けての新たな視点を提供 
 
＜概要＞ 

大阪公立大学大学院 理学研究科の伊東 明教授、

Prapawadee Nutiprapun（プラパワデ ヌティプラパ

ン）大学院生（大阪市立大学大学院 理学研究科 後期

博士課程 3 年）らの研究チームは、タイ北部チェンマ

イにある国立公園の一画で、熱帯季節林に生息する樹

木の実生（種子からの芽生え）を 7 年間モニタリング

し、データを収集しました。 
 調査期間中、過去最大規模のエルニーニョ現象が発

生し、平年に比べて強く長い乾燥が起きました。熱帯

季節林は、毎年乾季を迎えるため乾燥耐性があると考

えられていますが、あまりにも強く長い乾燥が起きると実生の死亡率は高くなることが明らかに

なりました。 
また、標高が低く乾燥がより厳しい落葉樹林より、標高が高く乾燥が弱い常緑樹林の方が、乾

燥耐性の低い種が多いため死亡率が高くなることも分かりました。 
 本研究成果により、エルニーニョ現象が及ぼす熱帯季節林での実生への影響が明らかになりま

した。長期的には成熟した樹木への影響も考えられ、さまざまな異常気象、気候変動から熱帯林

生態系を保全すべく、さらに多くの場所で長期観察データを蓄積する必要があります。 
本研究成果は、2022 年 10 月 24 日「Global Change Biology」にオンライン掲載されます。 

 
 
  

７年にわたる熱帯季節林モニタリングの成果！ 

エルニーニョ現象が実生
みしょう

にダメージ 

伊東教授  P. Nutiprapun 大学院生 

 
 
 
 
 
 
 

現地調査の様子 

多くの実生を７年間見続けることで地球規模の気象現象

であるエルニーニョが熱帯林に与える影響を評価できま

した。第１著者で大学院生の Nutiprapun さんとタイの

研究者の長期にわたる地道な努力の成果です。これから

も熱帯林研究における長期モニタリングの必要性と重要

性を発信して行きたいと思います。 



＜研究の背景＞ 
地球規模の気候変動によって、将来、干ばつなどの異常気象が増える可能性があります。気候

変動が熱帯林に与える影響を予測するには、干ばつの影響を正確に知っておく必要があります。

エルニーニョ現象が起きると、東南アジアの熱帯地域では雨が減り、森が乾燥します。年中雨の

降る東南アジアの熱帯雨林では、エルニーニョ現象による乾燥が樹木の死亡率を上昇させますが、

雨季と乾季があり、乾燥にある程度適応していると考えられる「熱帯季節林」への影響はよく分

かっていません。そこで、エルニーニョ現象による乾燥が、森林の次世代を背負う「実生」に与

える影響を長期観察によって調べました。 
 
＜研究の内容＞ 

タイ北部の熱帯季節林に、標高に沿って

180 個の観察枠をつくり、すべての実生（のべ

132 種、9,292 個体）に番号札をつけました（右

写真）。これらの実生の生死を７年間毎月記録

することで、東南アジアの熱帯季節林で最も

長くて詳しい実生動態のデータが得られまし

た。 
 
 調査期間中の 2014 年～2016 年には、過去

最大規模のエルニーニョ現象が発生して雨が

減り、2016 年には乾季が平年より約 3 か月長

くなりました。その結果、東南アジアの熱帯季

節林でも、強く長い乾燥が起きると実生の死

亡率が高くなることが明らかになりました

（図１）。また、標高が低く乾燥がより厳しか

った落葉樹林より、標高が高く乾燥がやや弱

かった常緑樹林の方が、乾燥による死亡率が

高くなっていました。詳しいデータ解析から、

この違いは落葉樹種と常緑樹種の乾燥に対す

る耐性の違い、すなわち乾燥によく適応して

いる落葉樹は耐乾性が高く、乾燥に十分に適

応できていない常緑樹は耐乾性が低いため、

常緑樹ほど乾燥時に死亡しやすいことに起因

していることが分かりました。 
 
 また、驚くべきことに、エルニーニョの期間

には、落葉樹林のみで実生が大幅に増えまし

た。これは、主にブナ科コナラ属の一種が大量

のドングリを実らせたためです。その結果、落

葉樹林の実生の数はエルニーニョ前より増え

ました（図２）。乾季のない東南アジアの熱帯

雨林ではエルニーニョが開花・結実の引き金

になることが分かっていますが、熱帯季節林

でも同様にエルニーニョによる結実の促進が

発生した可能性があります。 
 
 
 

 番号札のついた観察中の実生 

図１．落葉樹林（上）と常緑樹林（下）の死亡率の変

化．※ピンク色の期間は乾季を示す。 

図２．落葉樹林（赤）と常緑樹林（緑）の実生密度の

変化．※ピンク色の期間は乾季を示す。 



＜期待される効果・今後の展開＞ 
本研究により、エルニーニョが東南アジアの熱帯季節林に与える影響への理解が一歩前進しま

した。次世代を背負う実生が減ると、長期的には森林全体に影響が及びます。将来の気候変動を

考慮した熱帯林生態系の保全に関する対策を考える上で、有用な基礎的知見が得られたと考えて

います。ただし、気候変動の影響を十分に理解するためには、さらに多くの場所で長期観察デー

タを蓄積する必要があります。 
 
＜用語解説＞ 
※１ 実生（みしょう）：種子から発芽したばかりの植物の個体のこと。 
※２ エルニーニョ現象：南米ペルー沖の赤道付近の海水温が高くなる現象。数年から十数年に一

度発生し、世界各地の気温や雨などの気象に影響する。東南アジアの熱

帯地域では、エルニーニョ現象発生時には降水量が減少する。 
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